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【科目】電子情報工学実験実習
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

須田 健二
柳田 友士
櫻井 治男
樋口 博
鶴見 智
牛田 啓太
大墳 聡

【授業目標・教育方針】
1 ～ 4 年の基礎的な実験をふまえ，より高度な実験・実習テーマに取り組み、理解を深め課題を達成する．

【授業概要】
各教官の専門・得意分野から 5 年生に適当と思われるテーマを設定しているので指導教官の指示をよくきき理解する．
今までの実験と同様に実験を行い，結果を考察してレポートを提出する．
5 テーマをグループごとのローテーションで実験する．
10 グループ (1 グループ 4 人平均 ) に分かれ，1 週目は実験手順の予習または卒業研究を行い，2 週目に実験を行う．
残りの時間は卒業研究とする．

【教科書・教材・参考書 等】
各実験テーマの 1 週目にその実験に関するテキストを配布．

【成績評価方法】
［前期］レポート：70%，その他：実験の対する取り組み姿勢など 30%

【本校の学習・教育目標】
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力

【授業計画】（授業名：電子情報工学実験実習）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 15 回 実習 実験テーマ一覧
１．シェルプログラミングと統計解析
２．並行プロセスプログラミング
３．パソコンによる自動計測
４．データ圧縮アルゴリズムの基礎
５．遺伝的アルゴリズムによる巡回セールスマン問題
の解法
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